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呼吸器感染症におけるloracarbefの 臨床 的検討
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経 ロカル バセ フ ェム系抗 生物 質で あるloracarbef(LCBF)の 臨床 的 有効性 お よび安 全性 を

呼 吸器感 染症10例 で検 討 した。

LCBFは,1回200～400mg,1日3回,4～14日 間経 口投与 した。 臨床 成績 は著 効2例,

有 効3例,や や有 効3例,無 効2例 で あ った。 副作 用お よ び臨床検 査値 異常 は,軽 度 の好 酸

球 増加 の認 め られた1例 を除 いて認 め られなか った。
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Loracarbef(LCBF)は,協 和 醗 酵 工 業 株 式 会 社東 京

研 究所 で創 製 され たは じめて の経 口用 カルバ セフ ェム

系抗 生物 質で あ る1)。本剤 は3位 と7位 にcefaclor(CCL)

と同一 の側鎖 を有 し,CCLに 近似 した化学構 造 を有 し

て いる が,CCLに 比 較 して体 内 では化 学 的に極 めて安

定で あ る。 かつCCLと 同等 の広域 抗菌 スペ ク トラム を

有 し,Escherichia coli,Klebsiella pneumoniaeに 対 して

はCCLに 優 れ る抗 菌 力 を示 す2)。今 回,著 者 らは呼 吸

器 感染 症10例 に対 してLCBFを 使用 す る機 会 を得た の

で その 有用性 と安 全性 を検討 し報告 す る。

対 象 は,平 成2年2月 よ り平 成2年6月 まで に福 岡 大

学 病 院 にて治 療 され た外 来 お よび入 院患 者で,男 性6

例,女 性4例 の計10例,年 齢 は35歳 か ら84歳 に わた

り平均59。5歳 で あ った。

対 象 とな った呼 吸器 感 染症 の 内訳 は急性 気 管支 炎1

例,肺 炎6例,気 管 支 拡 張症 の二 次 感染 症2例,細 菌

性 胸膜 炎1例 であ った。

薬剤 の投 与 量 は,1回200mgが2例,1回400mgが8

例 で1日3回 食 後 に内 服 させ た。投 与 期 間 は4～14日

で,総 投 与量 と して は4.8～16.89で あ った。 なお,本

剤投与 中 には他 の抗生 物 質は使 用 されて いな い。

臨床 効果 の判定 は発熱,喀 痰性 状,喀 痰 量 な どの臨

床 症 状 お よび胸 部X線 写 真,赤 沈,白 血 球数,CRPな

どの 臨床 検 査 所 見 の 改 善 か ら著 効(excelient),有 効

(good),や や 有 効(fair),無 効(poor)の4段 階 で判 定

し た。 細 菌 学 的 効 果 は 有 意 菌 の 消 長 に よ り消 失

(eradicated),減 少(decreased),菌 交 代(replaced),

不変(unchanged)の いず れか に判定 した 。

対 象 とな った10例 の 一覧 表 をTable 1に 示 した。 臨

床 効 果 は 全体 と して著 効2例,有 効3例,や や有 効3

例,無 効2例 であ った。 症例1は 基 礎 疾患 に気 管支喘

息が あ り喘 息発作 と共 に悪 寒 と黄色痰 が 出現 した。起

炎菌 は検 出 されなか ったが,本 剤投与 によ って悪寒の

消失 と白血球 減 少が 認 め られ た。症 例2は 気 管支拡張

症 が 基 礎 に存 在 し,Pseudomonas aeruginosaが 検 出 さ

れ てい た。診 断確 定 の ため気管 支造 影 を行 な った とこ

ろ,39度 の 発 熱 をみ た。 本 剤 投 与 に よ り造 影 直前 に

喀 痰 か ら検 出 され て い たP.aeruginosaは 消 失 し,3日

目 には解熱 した。症 例3は 気 管支 拡 張症 に膿性 痰が増

加 した 症 例 で,喀 痰 中 よ りMoraxella catarrhalisと

Haemophilus influenzaeが 検 出 され た。本 剤投 与で咳嗽

と聴診所 見 とが やや改 善 したが喀痰 量 は不変 であ り臨

床 効果 はや や有効 と判断 した。症 例4は 本剤 投与 開始

時 すで に喀痰 中 お よび胸 水 中か ら有意菌 が消失 してい

たが,本 剤投 与 に よ り胸 水 は徐 々に減少 して きた。症

例5は 肺気 腫症 の 感染 合併 の症 例 であ るが,本 剤投 与

に よ って も膿性痰 が改 善 されな か った。喀 痰中 よ りP.

aeruginosaが 検 出 され,か つ 除菌 されなか った。症例6

は気 管支拡 張症 の肺 炎 合併症例 であ るが,赤 沈 ・CRP

が改 善 した ため 有効 と判 断 した 。症例7は 胸 写 上浸潤

影 が あ り喀 痰 中 よ りStreptococcus pneumoniaeが 検 出 さ

れ たので本 剤 を投 与 したが,臨 床 症状 お よび胸写所見

は不 変 であ っ たた め,無 効 と判 断 した。 症例8と 症例

9は 喀 痰 中か ら有 意菌 は検 出 されて い ないが,臨 床効

果 は 良好 で著 効 と判 断 した。症 例10は 第三 世代 注射

用抗 生剤 で 治療 された4日 後 に微 熱 で再 発 した症例 で

あ る。本剤 投与 で喀痰 量 と微熱 は若 干改善 したため,

や や有効 と判 断 した。

細 菌学 的 検索 は9例 の 喀痰 中 か ら行 なわ れ,起 炎菌

と して 同 定 され た の は,P.aeruginosa 2例, S.pneumo-

*
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Table 1.Clinical efficacy of loracarbef

Table 2.Laboratory findings before and after administration of loracarbef

B:before A:after
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niae2例,M.catarrhalisとH.influenzaeの 混 合 感染 が1

例 の計5症 例 で あ った。In vitroでLCBFに 感 受 性 の 弱

いP.aeruginosa感 染症 例 の1例 と混 合感 染 症例 のH.in-

fluenzaeは 菌 の 消 失 が 認 め られ な か っ た。S.pneumo-

niae感 染症 例で も菌 の 消失 は認 め られ ず,菌 量 は減 少

した に と どまった。

副作 用 につ いて は,本 剤 投与 に よる と思 わ れ る もの

は10例 全 例 で認め られ なか った。

臨床 検査 値 をTable 2に 示 した。症 例1の 喘息 症例 に

お い て,好 酸 球 増 加(絶 対 数540→803)が 見 られ た

が,喘 息 に伴 う好酸球 増加 の可 能性 も否定 で きなか っ

た。 その他 の 臨床検 査値 異常 は認 め られ なか った。

以 上,症 例数 は必 ず しも十 分で はない が,臨 床的 に

は十 分 に効果 を認 め,か つ副作 用 は認め られず,更 に

臨床検査値異常に関 しても非常に満足する結果を得

た。細菌学的効果としてはやや不十分と思われる点も

あるが,症 例数を増やしてさらに検討を加える必要が

ある。
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Clinical study of loracarbef in respiratory tract infections
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The clinical efficacy and safety of loracarbef(LCBF),an oral carbacephem antibiotic,were

evaluated in 10 patients with respiratory tract infections.LCBF was orally administered at 200～

400mg three times a day for 4～14 days.

Clinical response was excellent in 2 cases,good in 4,fair in 2 and poor in 2.No side effects or

abnormal laboratory findings were observed in any patients.


